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第９回糖尿病地域連携友の会を開催！！
● 栄養科長・糖尿病療養指導士　森 美和子

　8月31日（土）、11時半から約3時間、上記の会を開催しました。患者さんと

ご家族41名、スタッフは中塔糖尿病センター長、庄島内科医師を始め、中国学園

大学多田教授と学生、美作大学と川崎福祉大学の学生、管理栄養士、看護師、

薬剤師、メディカルアシスタント（臨床検査技師）の22名が参加しました。

　今回のテーマは、“日頃の食後血糖値をご存知ですか？”とし、食事は

「血糖上昇抑制効果のある前菜を摂りましょう！」の内容で調理師が腕をふるい

ました。まずは前菜三種を配り、しっかりよく噛んで食べていただきます。

メインのかじきソテーは手作りの“たまねぎっしりドレッシング”を使った

『たまトマ味噌ソース』をかけ、薄味でさっぱりとおいしく食べられます。

　ミニレクチャーは、まず庄島医師から「糖尿病薬の進歩」について話し、

中塔センター長は「血糖コントロールのコツ」について話しました。最新の

糖尿病薬の話はみなさん興味、関心を持たれ、アンケート結果でも「もっと

聞きたい」という意見が多かったです。食事前後の血糖測定は、会を重ねる毎に皆さん興味を持たれ、日頃の血糖

値と比べての感想を話し合っていただきました。「食事量は多かったのに食事内容がよかったのか、今日は普段ほど

上がらなかった」と多くの方の声が聞こえてきました。また、一緒に参加したご家族に血糖値の高い方がおられ、

非常に驚かれていました。栄養ケアステーション登録管理栄養士や地域連携かかりつけ医から紹介された患者

さんも参加され、お互いに自身が継続していることなど情報交換しながら和気あいあいと楽しく交流されていました。

　この会の趣旨は、糖尿病について一緒に勉強しながら療養意欲に繋がればと考えているので、とても嬉しく思い

ました。今後も楽しく学べる場を提供できるように企画を考えていきますので、一緒に勉強していきましょう。

多くの方の参加をお待ちしております。

第６回腎臓病料理教室を開催して
● 栄養科長補佐・管理栄養士　大原 秋子

　11月2日（土）10時から上記料理教室を済生会看護専門学校で行いました。腎臓病教室は

年４回開催しており、実践編の料理教室と３回の講義形式を行っています。参加者は、

患者さんおよびご家族18名とスタッフ５名（竹内内科医師、竹本・坂口看護師、九冨・大原

管理栄養士）の計23名で和気あいあいと料理を行いました。

　今回のテーマは「低たんぱくのご飯・小麦粉を使ってボリュームアップ!!」です。主食の

ナンとバターライスは低たんぱく小麦粉と1/25の低たんぱくご飯を使い、減量したたん

ぱく質を副食にまわしました。たまねぎ・にんじん・ニンニク・しょうがをみじん切りにし、

ひき肉と一緒に炒めピリッとスパイシーなキーマカレーができました。カレーの味が

しっかりしているので低たんぱくの主食でもおいしく食べることができ、全員完食しました。

　参加者からは、「楽しく料理ができました。家で作り奥さんに食べてもらいます」「準備が

大変でしょうが、もっと料理教室をしてほしい。できれば月１回」「一緒に作ってお友達に

なれた」など嬉しいご意見をいただきました。

　現在、病態別教室や料理教室を行っていますが、普段食事療法を

頑張られている患者さんの癒しの一つになればと思います。みな

さんのご参加をお待ちしております。

『メニュー』
・キーマカレー（ナン・バターライス）
・水菜と大根のアボガドサラダ
・カルピス寒

竹内医師、
料理教室デビュー
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